
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月１４日(火)、２年生を対象に薬物乱用防止教室を実施しま

した。七尾警察署の小西裕子様を講師にお招きして、薬物乱

用の怖さや、医薬品の正しい使用法・勇気を出して断ることの

大切さなど、とても分かりやすくお話していただきました。 

令和８年７月１６日 

七尾市立中島中学校 

保健室 ＊薬物乱用防止教室 

＊夏バテ×自律神経の話 

＊ウェルビーイングの種(裏) 

暑さが本格的になってくるこの季節。気温や湿度が高い日が続き、体や心も疲れやすくなります。 

生活リズムを整えて、暑さに負けない体を作りましょう！ 

感想【一部抜粋】 

＊大切な家族や友人、周囲の人を不幸にしてしまうことがないように、正しい知識を身につけたい。 

薬物を勧められそうになったら、「No！」と言える人間になりたい。 

＊大麻や覚せい剤は一回でも使うと薬物乱用になるということが分かった。 

＊シャブ・アイスなど、いろいろな隠語で呼ばれていることが分かった。 

＊大麻などの薬物以外にも、市販薬を大量に飲むことも薬物乱用(オーバードーズ)になることが分かった。 

＊隠語や、身近な人からの誘いにも気をつけて、自分の身を守っていきたい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学生・高校生の今は、心も体も大きく変わる時期です。嬉しいこともあれば、悩んだり迷った

りすることもあります。でもそれは、自分らしさを見つけていくためには､大切で必要な時間です。   

私自身も、みんなと同じようにたくさん悩み、迷いながら過ごしてきました。その経験が少しでも

みんなの力になることを願って、自分らしく過ごすためのヒントを『ウェルビーイングの種(心の保健

だより)』を通して、少しずつ届けていきます(不定期に発行)。このお便りが、悩んだり立ち止まった

時に、少しでも心を軽くできる小さなきっかけになれば嬉しいです。 

 

令和８年７月１６日 

七尾市立中島中学校 

保健室 

今年度からスタートした「(仮)ウェルビーイングプロジェクト」

保健委員会が中心となり、中島中の生徒・先生全員が参加

できるウェルビーイングに関する企画を年間を通して実施し

ていきます。右に、１学期実施した取り組みを紹介します。 

 

さいごに 

「何をすると自分は元気になれるか」を知っていることは、自分

の心を大切にする力になります。私たちは、毎日元気な日ばかり

ではありません。 疲れたり、落ち込んだり、イライラしたりする日

もあります。そんな時は、“わたしの”元気の種を思い出したり、

少しだけその時間を作ったりすることも、心を整える大切なセル

フケアの一つです。また時には、“誰かの”元気の種が、新しい楽

しみや気分転換のヒントになることもあるかもしれません。    

しばらく掲示するのでぜひ見てみてください。 

～あなたの元気の種を大募集～ 

ウェルビーイングとは、心や体、そして人との繋がりが

満たされている、幸せな状態のことです。 

自分らしく、いきいきと過ごせることを目指します。 

自分の心や体を大切にすることはもちろん、 

周りの人の気持ちも大切にすることで、 

みんなが気持ちよく過ごせる学校になります。 

ウェルビーイングってなに？ 

１学期のテーマは「元気の種」！ 

中島中みんなの元気の種がたくさん 

集まって、立派な大きな木が完成！ 

「推し」  「趣味」 「好きなこと」 

「勇気が出る曲や言葉」   など 

 

 “幸せホルモン” 

参考：１０代から身につけたいギリギリな自分を助ける方法(著：井上祐紀) 


